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災
害
の
歴
史
を
解
説

北陸整備局

竹
林氏（制

特設…）
が
特
別
講
演

れ潟学命風特
た市の｜土別北

｜｜中視環に講陸
写央座境刻演地
真区｜防さ会方
よの」災れ「整

。本が学た北備
講局25と災陸局
師で日風害地主

の開 、土の方催
国か新工宿のの

土
交
通
省
O
B

で
富
士
常
葉

大
学
名
誉
教
授
の
竹
林
征
三

氏
は 、

北
陸
の
地
の
災
害
の

歴
史
を
古
文
書
や
絵
図
を
ス

ク
リ
ー

ン
に
示
し
な

が
ら
説

明
。

広
が
る
平
野
や
河
口
部

の
扇
状

地
の
今
に
至
る
原
型 。

温
M
C
田
（

温

調

回
）

一
か
に
被

害
が
大
き

かっ
た
の

受一
か
を
現
代
に
伝
え
て
い
る
こ

劉一
と
を
説
明

。

ド品川一

さ
ら

に、
明
治
羽
（
1
8

4一
9
6）
年
に
発
生
し

た
信
濃

一
川

の
堤

防
決
壊 、
い
わ
ゆ
る

以
降

の
近
代
土
木
工
学
に
治一
「
横
田
切
れ」
に
よ
り 、
大

っ
た
整
備
に
よ
り
現
在

の
姿一
河
津
分
水
建
設

の
声

が
高
ま

に
至
っ

て
い
る
こ

と
を
熱
弁一
り 、
1
9
2
2
年
に
工
事
を

し
た

。

一
終
え

た
分
水
路

が
今
も

地
域

講
演
で
は 、

さ
ま
ざ
ま
な一
を
守
り
続
け
て
い
る
こ

と

災
害
と
そ

の
後

の
治
水
事
業一
ゃ 、
昭
和
昭
（
1
9
6
7）

の
変
遷
が
紹
介

さ
れ
た

。
一
年 、

新
潟
県
内

に
大
き
な
被

最
初
に
弘
化
4
（
1
8
4一

害
を
も

た
ら
し

た
羽
越
水

害一

7）
年
広
あっ

た
善
光
寺
地一
を
契
機
に
荒
川 、
胎
内
川
な一

震
に
よ
り 、
長
野

市
西
部

の一
ど

の
治
水
計
画

が
見
直

さ
了

犀
川
正
陵
を

中
心
に
多
く

の一
れ、
内

の
倉
ダ
ム 、
奥
胎
内一い

土
砂

災
害
が
発
生 。

特
に
犀一
ダ
ム
（
現
在
建
設

中）
の
建一…

川
北
側

の
岩
倉
山

で
は 、
大一
設
に
つ
な

が
っ

た
こ

と
な
ど一一

き
な

地
す
べ
り

が
発
生 、
河一
を
紹
介
し

た
。

一

道
を
閉
塞
（
へ
い
そ
く）
し一

講
演
会
に
は 、
局
職
員

と、一

て 、
巨
大
な
天
然
ダ
ム

が
形一
後
援

の
北
陸
ち
い
き
づ
く
り一…

成
さ
れ、
こ

れ
が
日

日
後
に一
協

会、
建
設
コ
シ
サ
ル
タ
ン

可

決
壊
し
て
大
洪
水

が
発
生
し一
ト

協
会
北
陸
支
部

の
両
団
体一、

た
こ

と、
そ

の
様
子
を
記
し一

の
会
員
な
ど
約
1
9
0
人

が一品

た
絵
図

が
残っ
て
お
り 、
い一
訪
れ
た

。
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や

地
震

の
繰
り
返
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に
よ
り
形
づ
く
ら

れ、
明
治


